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1．はじめに

本地質図は，特定観測地域総括地質図「島根県東部」の研究（平成11年度〜平成17年度）の一環として，先行してまとめられた当該地域の5万分の1地質図幅や文献を基に編集した．とくに問題となる点については若干の現地調査を行い，また，新たに放射年代測定を加えてその解決に努めた．現地調査や放射年代測定で得られた知見については，いずれ別の機会に公表する予定なのでここでは記述しない．宍道断層，あるいはその周辺の断層については，活断層とする議論があり，また，実際，第四紀後半に繰り返し変位したと考えるに十分な累積変位が地形に現れている七田断層の例があるが，どこまでを活断層とすべきか地表の地質調査だけでは判断できない面もあるため，本地質図で活断層を明示することは避けた．

2．編集地域と資料

本地質図が扱う地域を第1図に示す．
本地質図は文献に掲げる地質図等の資料に基づいて編集した．

基本となる図は地質調査総合センター（旧地質調査所）発行の5万分の1地質図幅である．

「島根県東部」地域は5万分の1地形図18区画にまたがるが，地質調査総合センターから刊行されている5万分の1地質図は17区画分，15図幅である（第1図）．5万分の1地形図「頓原」地域については未刊で，最新の資料が揃っていないので編集対象から外した．
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第1図　島根県東部地域位置図．細枠は5万分の1地質図幅の区画
3．編集上の問題点

「島根県東部」地域内の15図幅のうち，1962年刊行された5万分の1地質図幅「米子」は花崗岩の真砂を中新世の砂岩と誤認するなど明らかな誤りがあるため，現地調査と既存資料とに基づいて新たに編集した．

1964年刊行の5万分の1地質図幅「根雨」，1973年刊行の5万分の1地質図幅「横田」，1973年刊行の5万分の1地質図幅「上石見」，1977年刊行の5万分の1地質図幅「多里」については，いずれも1960年代の前半の調査に基づいており，その後の地質資料と照らし合わせると，地層・岩体の区分と分布について再検討すべき点が多い．しかし，最新の資料がこれらすべての地域で揃っているわけではなく，全面的に編集し直すに至っていない．

「島根県東部」地域内が地震観測特定地域として指定されたのは1978年のことである．これ以降，「島根県東部」地域内では5万分の1地質図幅の作成が集中して行われた，その嚆矢となったのが1983年刊行の5万分の1地質図幅「三瓶山」である．5万分の1地質図幅は，その後，続々と刊行されたが，矢継ぎ早の調査であったために，図幅間での層序区分や地層・岩体区分等に異同が生じている．本地質図幅では，それらの調整を行った．
5万分の1地質図幅「三瓶山」については，その後行われた隣接地域の地質調査の結果，第三系の区分を大幅に修正する必要が生じている．本地質図では，隣接する5万分の1地質図幅「石見大田及び大浦」，同「温泉津及び江津」，同「木次」に整合するよう，5万分の1地質図幅「三瓶山」地域内の第三系の区分と分布を見直した．

細部で岩相区分が異なる場合は，縮尺20万分の1を念頭に置いて，細かな岩相区分は適宜捨象した．

4．層序区分と対比

本地質図に示す地層・岩体の層序単元は，それぞれの5万分の1地質図幅で区分されている地層・岩体を以下の基準で対比した上で，岩相や層序関係が互いに明瞭に識別できるように括っている（第1表）．

5万分の1地質図幅間での地層・岩体対比は次のような方針で行った．

· 地質図幅の境界を越えて連続する地層・岩体は名称が異なっていてもそのまま対比

· 分布が離れている場合は，岩相層序の類似性，及び同時性を示す証拠（例えば鍵層，示準
化石，放射年代）に基づいて対比

· 貫入岩については層序関係，構成物，組成等の類似性，放射年代に基づいて対比．

· 原図の中で岩相層序が矛盾している場合は，放射年代と岩相層序を考慮して矛盾がないよう対比

· 明確な根拠がないときは原図通りに位置づけ

このようにして行った地層・岩体の対比を別表に示す．地質時代区分とそれぞれの絶対年代との対比は
Gradstein, F., Ogg, J. and Smith, A., eds. (2004) A Geologic Time Scale 2004.Cambridge University Press, 589 p.
による．ただし，第四紀の扱いについては未だ正式に定まっていないので従来通り，ひとつの「紀」として扱った．なお第1表に示した放射年代値の内，未公表のものについては別途報告する予定である．

島根半島の古浦層は岩相層序からは本土の川合層に対応するが，放射年代からは波多層に対比可能である．

米子の法勝寺凝灰岩などは波多層相当と考えられてきたが，放射年代からは川合層に対比できる．その構成物は火砕流堆積物で，従って，川合層堆積時の陸上部分に定置した可能性が高い．
5．編集方法

本地質図は，地質調査情報センター作成の5万分の1地質図幅の数値地質図ファイルを使用した．「大曲」については秋田県の許可を得てこれを数値化して編集に用いた．編集は次のような段階を踏んで行った．

· 個別の数値地質図の地層・岩体に対比基づいて当てはめた共通のコードを付与

· その後，数値ファイルから地質図を出力
· 出力図上で隣接する区画で整合するように地層・岩体，断層等の線要素を修正
· そのとき，20万分の1縮尺では判読できない地層・岩体を捨象
· これらの修正を反映させて数値ファイルを修正

· 修正数値ファイルから出力して修正内容を確認

本地質図のように20万分の1縮尺では殆ど問題にはならないが，このようにして編集された地質図では，境界での幾何学的ゆがみをそのままにしているので，5万分の1縮尺で出力した場合は，境界で隙間や重なりが認められる．5万分の1地質図幅の境界を越えて隣り合う地質要素が連続するよう調整した数値ファイルはこれから編集する予定である．
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第1表　島根県東部地域の地質層序区分
	地質　時代
	共通凡例番号
	島根半島
	本土
	共通凡例番号

	完新世
	1
	埋立地
	　
	埋立地
	　
	1

	
	2
	三角州，扇状地，低湿地堆積物及び河川堆積物
	礫，砂及び泥
	三角州，扇状地，低湿地堆積物及び河川堆積物
	礫，砂及び泥
	2

	
	3
	崖錐・沖積錐堆積物
	岩屑
	崖錐・沖積錐堆積物
	岩屑
	3

	
	4
	砂州・海浜堆積物
	砂及び泥
	砂州・海浜堆積物
	砂及び泥
	4

	
	5
	海岸砂丘堆積物
	砂
	海岸砂丘堆積物
	
	5

	
	6
	　
	　
	大山火山
	未区分礫層(大山扇状地堆積物)      
	礫及び砂
	6

	
	7
	　
	　
	
	弥山火砕流堆積物   
	黒雲母斜方輝石角閃石デイサイト石質テフラ 
	7

	
	8
	　
	　
	
	笹ヶ平火砕流堆積物
	黒雲母斜方輝石角閃石デイサイト石質テフラ 
	8

	後期更新世
	9
	　
	　
	
	槇原火砕流堆積物   
	黒雲母斜方輝石角閃石デイサイト石質テフラ 
	9

	
	10
	　
	　
	
	名和火砕流堆積物     
	黒雲母斜方輝石角閃石デイサイト石質テフラ 
	10

	
	11
	中海層
	泥，砂及び礫
	中海層
	泥，砂及び礫
	11

	
	12
	　
	　
	三瓶火山
	火道角礫岩
	角礫
	12

	
	13
	　
	　
	
	太平山降下火砕堆積物
	黒雲母角閃石デイサイト石質テフラ
	13

	
	14
	　
	　
	
	太平山火砕流堆積物
	黒雲母角閃石デイサイト石質テフラ
	14

	
	15
	　
	　
	
	三瓶山円頂丘溶岩
	黒雲母角閃石デイサイト溶岩
	15

	
	16
	　
	　
	
	北の原溶岩
	黒雲母角閃石デイサイト溶岩
	16

	
	17
	　
	　
	
	多根火砕流堆積物
	黒雲母角閃石デイサイト石質テフラ
	17

	
	18
	　
	　
	
	三瓶降下軽石堆積物
	黒雲母含有角閃石デイサイトテフラ
	18

	
	19
	　
	　
	
	小田火砕流堆積物及び小田ベースサージ堆積物
	黒雲母含有角閃石デイサイトテフラ
	19

	
	20
	低位段丘堆積物（奥谷層を含む）
	礫，砂及び泥
	低位段丘堆積物
	礫，砂及び泥
	20

	
	21
	　
	　
	三瓶火山
	日陰山溶岩
	黒雲母角閃石デイサイト溶岩
	21

	
	22
	　
	　
	
	上山ベースサージ堆積物
	黒雲母角閃石デイサイトテフラ
	22

	
	23
	　
	　
	
	三瓶降下火山灰層，三瓶火砕流堆積物及び三瓶ベースサージ堆積物
	角閃石黒雲母流紋岩テフラ
	23

	
	24
	欠番
	　
	欠番
	　
	24

	
	25
	差海層
	砂及び礫
	差海層
	砂及び
	25

	
	26
	古期扇状地堆積物
	礫，砂及び泥 
	古期扇状地堆積物（御来屋礫層，福市砂礫層などを含む）
	礫，砂及び泥
	26

	
	27
	中位II段丘堆積物
	礫，砂及び泥
	中位II段丘堆積物
	礫，砂及び泥
	27

	
	28
	中位I段丘堆積物
	礫，砂及び泥
	中位I段丘堆積物（高姫礫層などを含む）
	礫，砂及び泥
	28

	中期更新世
	29
	大根島玄武岩
	アルカリ玄武岩スコリア
	　
	　
	29

	
	30
	
	アルカリ玄武岩溶岩
	　
	　
	30

	
	31
	高位III段丘堆積物
	礫，砂及び泥
	高位III段丘堆積物
	礫，砂及び泥
	31

	
	32
	高位II段丘堆積物（乃木層などを含む）
	礫，砂及び泥
	高位II段丘堆積物（乃木層などを含む）
	礫，砂及び泥
	32

	
	33
	高位I段丘堆積物（日御碕段丘堆積物を含む）
	礫，砂及び泥
	高位I段丘堆積物（山廻層，三井野原礫層などを含む）
	礫，砂及び泥
	33

	
	　
	　
	　
	大山火山
	孝霊山溶岩円頂丘　0.3Ma
	紫蘇輝石角閃石デイサイト
	34

	
	　
	
	　
	
	高井谷溶岩 　0.5Ma
	普通輝石紫蘇輝石角閃石デイサイト
	35

	
	　
	
	　
	
	鍋山火砕丘 
	紫蘇輝石角閃石デイサイト 
	36

	
	　
	
	　
	
	溝口凝灰角礫岩層 
	デイサイト火山角礫岩 
	37

	後期鮮新世〜前期更新世
	　
	
	　
	三瓶　火山
	森田山溶岩　1Ma
	角閃石デイサイト
	38

	
	　
	
	　
	野呂玄武岩，鶴田玄武岩など 1-2Ma
	普通輝石かんらん石玄武岩・かんらん石玄武岩溶岩及び同火砕岩 
	57→39

	
	　
	
	　
	三朝層群鉢伏山安山岩類　1-2Ma
	無斑晶安山岩溶岩
	40

	
	　
	
	　
	都野津層群
	室神山層
	砂．礫及び泥
	41

	
	　
	
	　
	
	島の星層
	礫，砂，シルト及び粘土（酸性凝灰岩を挟む）
	42

	
	　
	
	　
	
	都野津層
	石英砂　
	43

	
	　
	
	　
	
	
	礫岩，砂岩，シルト岩，泥岩及び粘土岩（珪長質凝灰岩，亜炭を挟む）
	44

	
	　
	
	　
	大江高山火山　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1.5-3.5Ma
	大江高山溶岩 
	角閃石黒雲母デイサイト溶岩
	45

	
	　
	
	　
	
	仙山火山噴出物
	角閃石黒雲母デイサイト石質火砕岩
	46

	
	　
	
	　
	
	三久須火山岩塊火山灰流堆積物  
	角閃石黒雲母デイサイト石質火砕岩
	47

	
	　
	
	　
	
	矢滝火山灰流堆積物
	角閃石黒雲母デイサイト凝灰岩−軽石火山礫凝灰岩
	48

	
	　
	
	　
	
	川上火山岩塊火山灰流堆積物
	角閃石黒雲母デイサイト石質火砕岩
	49

	
	　
	
	　
	
	柿田火山灰流堆積物
	角閃石黒雲母デイサイト凝灰岩−軽石火山礫凝灰岩
	50

	
	　
	
	　
	
	大家火山灰流堆積物
	角閃石黒雲母デイサイト凝灰岩−軽石火山礫凝灰岩
	51

	
	　
	
	　
	
	冠川溶岩
	角閃石含有黒雲母デイサイト溶岩 
	52

	
	　
	
	　
	
	柑子火山噴出物
	角閃石含有黒雲母デイサイト石質火砕岩 
	53

	
	　
	
	　
	川本ミネット　2Ma
	金雲母透輝石質輝石ミネット溶岩・火砕岩
	54

	前期　鮮新世
	　
	
	　
	和久羅山安山岩　5-6Ma
	角閃石含有安山岩溶岩
	55

	後期　　　　　　　　　　中新世
	　
	
	　
	京羅木山玄武岩 9.2±0.5Ma，室山玄武岩 9.1±0.2Ma，比婆山地吾妻山玄武岩 10-12Ma など
	アルカリ玄武岩溶岩
	57→56

	中期中新世
	60→58
	塩基性−中性貫入岩（槇原複合岩体を含む）
	玄武岩〜デイサイト，ドレライト〜ひん岩及び石英閃緑岩〜トーナル岩
	塩基性−中性貫入岩（槇原複合岩体 [14.4±0.7Ma, 13.6±0.7Ma]，羽根安山岩などを含む）
	玄武岩〜デイサイト，ドレライト〜ひん岩及び石英閃緑岩〜トーナル岩
	60→58

	
	59
	酸性貫入岩
	デイサイト〜流紋岩及び石英斑岩
	酸性貫入岩
	デイサイト〜流紋岩及び石英斑岩
	59

	
	61
	松江層　11-12Ma
	デイサイト凝灰岩及びその再堆積物
	斐川層及び神西層　13-14Ma
	　
	101

	
	62
	
	アルカリ玄武岩火砕岩及びその再堆積物
	
	アルカリ玄武岩火砕岩
	102

	
	63
	
	アルカリ玄武岩—粗面安山岩溶岩
	
	　
	103

	
	64
	
	　
	
	アルカリ玄武岩シル
	104

	
	65
	
	砂岩（シルト岩及び石炭を含む）
	
	砂岩（泥岩，シルト岩及び石炭を含む）
	105

	
	66
	高渋山層　10-13Ma
	玄武岩〜玄武岩質安山岩溶岩・火砕岩
	　
	　
	106

	
	67
	
	安山岩〜デイサイト溶岩・火砕岩（礫岩，砂岩，シルト岩などを伴う）
	　
	　
	107

	
	68
	
	安山岩〜デイサイト火砕岩（礫岩，砂岩，泥岩などを伴う）
	　
	　
	108

	
	69
	古江層
	流紋岩凝灰岩
	布志名層
	　
	109
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	81
	
	流紋岩溶岩（流紋岩火砕岩を伴う）
	
	　
	121

	
	82
	
	安山岩溶岩・火砕岩
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	前期中新世
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	成相寺層　≥15Ma
	流紋岩火砕岩（流紋岩溶岩を伴う）
	久利層（米子流紋岩，母里流紋岩，備北層群上部などを含む）
15-16Ma (14.3±0.8Ma, 15.9±0.6Ma)
	流紋岩火砕岩（流紋岩溶岩を伴う）
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	88
	
	流紋岩溶岩・貫入岩（流紋岩火砕岩を伴う）
	
	流紋岩溶岩・貫入岩（流紋岩火砕岩を伴う）
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	89
	
	安山岩溶岩・火砕岩
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	安山岩貫入岩
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	古浦層　17-21Ma (21.2±1.2Ma)
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	流紋岩溶岩・貫入岩（流紋岩火砕岩を伴う）
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	デイサイト火山礫凝灰岩
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	安山岩火砕岩
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	泥岩，シルト岩及び砂岩
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	99
	
	砂岩，礫岩及び泥質岩
	
	砂岩，礫岩及び泥質岩
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	100
	
	礫岩，砂岩及び火砕岩
	
	礫岩，砂岩及び火砕岩
	138→140

	
	
	
	
	
	清久火山深成複合岩体 
	安山岩〜デイサイト溶岩・火砕岩
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	細粒石英閃緑岩〜ひん岩
	143

	
	
	
	
	
	吉田深成複合岩体及び野田山複合岩体　16-18Ma (17.6±0.8Ma)
	石英閃緑岩，トーナル岩及び花崗閃緑岩
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	斑れい岩及び石英斑れい岩
	145

	
	
	
	
	
	波多層　18-20Ma (19.6±1.3Ma)
	安山岩〜玄武岩溶岩・火砕岩
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	デイサイト〜流紋岩溶岩・火砕岩
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	デイサイト軽石火山礫凝灰岩・凝灰岩
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	デイサイト溶岩
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	デイサイト溶結軽石火山礫凝灰岩・凝灰岩
	150

	
	
	
	
	
	
	火山岩屑堆積物（安山岩石質火山礫凝灰岩・凝灰岩を伴う）
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	安山岩溶岩・火砕岩
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	安山岩溶岩・火砕岩（デイサイト〜流紋岩溶岩・火砕岩を伴う）
	153

	
	
	
	
	
	
	礫岩，砂岩及び泥岩（酸性凝灰岩を伴う）
	154

	
	
	
	
	
	
	花崗岩質角礫岩
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	漸新世
	
	
	
	
	南山岩脈・シル群
	安山岩〜デイサイト，ひん岩及び閃緑岩
	155

	
	
	
	
	
	
	石英閃緑岩
	156

	
	
	
	
	
	岩脈
	流紋岩～デイサイト及び珪長岩
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	安山岩及びひん岩
	158

	
	
	
	
	
	
	マイクロダイオライト
	159

	
	
	
	
	
	
	石英斑岩
	160

	
	
	
	
	
	
	花崗斑岩
	161

	
	
	
	
	
	
	アプライト及びペグマタイト
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	戸風呂谷層　23-25Ma
	安山岩溶岩・火砕岩
	163

	
	
	
	
	
	
	デイサイト軽石火山礫凝灰岩・凝灰岩（それらの再堆積物を伴う）
	164

	
	
	
	
	
	
	礫岩
	165

	
	
	
	
	
	小松地層　23-25Ma
	デイサイト溶岩ドーム
	166

	
	
	
	
	
	
	角閃石または黒雲母含有デイサイト軽石火山礫凝灰岩・凝灰岩（主として溶結）
	167

	後期始新世
	
	
	
	
	欠番
	　
	168

	
	
	
	
	
	石見花崗岩
	細粒黒雲母花崗岩〜花崗斑岩
	169

	
	
	
	
	
	
	細粒角閃石黒雲母花崗閃緑岩（暗色包有物に富む）
	170

	
	
	
	
	
	
	細粒石英閃緑岩〜トーナル岩
	171

	
	
	
	
	
	川本花崗閃緑岩など
	花崗閃緑岩〜花崗閃緑斑岩
	172

	
	
	
	
	
	有福石英閃緑岩，酒谷トーナル岩，奥山トーナル岩など
	石英閃緑岩〜トーナル岩及びそれらの斑岩
	173

	
	
	
	
	
	小谷層（川内層群）及び堂々火山砕屑岩脈　28-34Ma
	デイサイト軽石火山礫凝灰岩・凝灰岩（主として溶結）
	174

	中期始新世
	
	
	
	
	桜江層群（中野層），八神火山岩類及び高山層群　37-41Ma
	流紋岩〜デイサイト溶結凝灰岩
	175

	
	
	
	
	
	
	石英斑状流紋岩溶結凝灰岩
	176

	
	
	
	
	
	
	黒雲母角閃石石英斑状デイサイト凝灰岩（主として溶結）
	177

	
	
	
	
	
	
	安山岩溶岩・火砕岩
	178

	前期中新世
	
	
	
	
	下久野花崗岩　54Ma
	細粒（白雲母含有）黒雲母花崗岩
	179

	
	
	
	
	
	
	細粒花崗閃緑岩〜トーナル岩捕獲岩に富む花崗岩
	180

	
	
	
	
	
	川井混成岩及び相当岩体　47-54Ma
	細粒〜中粒黒雲母花崗岩及び白雲母黒雲母花崗岩
	181

	
	
	
	
	
	
	細粒角閃石黒雲母石英閃緑岩，トーナル岩及び花崗閃緑岩
	182

	暁新世
	
	
	
	
	乙原花崗岩，野城花崗岩，鵯花崗岩，布部花崗岩，西伯町口絹屋の帰属未詳岩体，根雨花崗岩，竜駒花崗岩など
50-63Ma
	花崗斑岩
	183

	
	
	
	
	
	
	中粒〜粗粒黒雲母（局所的に角閃石を含む）
	184

	
	
	
	
	
	
	細粒花崗閃緑岩〜トーナル岩捕獲岩に富む花崗岩
	185

	
	
	
	
	
	
	細粒〜中粒角閃石黒雲母花崗岩
	186

	
	
	
	
	
	
	細粒閃緑岩
	187

	
	
	
	
	
	赤名花崗閃緑岩，大東花崗閃緑岩・大宝花崗閃緑岩，横田花崗閃緑岩など

50-60Ma
	中～粗粒角閃石黒雲母花崗閃緑岩，角閃石含有黒雲母花崗閃緑岩（黒雲母花崗斑岩を伴う）
	188

	
	
	
	
	
	
	正長石斑状角閃石黒雲母花崗閃緑岩〜花崗岩
	189

	
	
	
	
	
	小木石英閃緑岩，灰屋川斑れい岩など
	細粒黒雲母角閃石石英閃緑岩〜トーナル岩及び中粒〜粗粒黒雲母角閃石石英閃緑岩〜石英はんれい岩
	190

	
	
	
	年代値（Ma）
　赤字：K-Ar年代
　青字：FT年代
　黒字：その他

	蓮花寺花崗閃緑岩　52Ma
	中粒〜粗粒黒雲母花崗閃緑岩〜花崗岩及び葉片状細粒〜中粒黒雲母花崗閃緑岩
	191

	後期白亜紀
	
	
	
	小奴可花崗岩など
	黒雲母文象斑岩, 黒雲母花崗斑岩～文象斑岩
	192

	
	
	
	
	
	高畑花崗，岩日野川花崗岩など
	中粒〜粗粒黒雲母花崗岩
	193

	
	
	
	
	
	志君花崗閃緑岩，高尾花崗閃緑岩，道後山花崗閃緑岩など
	細粒〜中粒角閃石黒雲母花崗閃緑岩
	194

	
	
	
	
	
	道後山斑れい岩
	斑れい岩及び石英閃緑岩，閃緑玢岩
	195

	
	
	
	
	
	高尾安山岩類
	安山岩溶岩・火砕岩
	196

	
	
	
	
	
	邑智層群，新造寺山流紋岩，江津火山岩類八雲火山岩類，上島火山岩類，三国山流紋岩類・千屋火山岩類など　63-91Ma
	流紋岩軽石火山礫凝灰岩・凝灰岩（主として溶結）
	197

	
	
	
	
	
	
	流紋岩溶岩
	198

	
	
	
	
	
	
	デイサイト凝灰岩（主として溶結）
	199

	
	
	
	
	
	
	流紋岩火砕岩（ホルンフェルス）
	200

	
	
	
	
	
	
	デイサイト〜安山岩溶結凝灰岩
	201

	
	
	
	
	
	
	凝灰質砂岩，泥岩及び礫岩
	202

	
	
	
	
	
	油野層
	礫岩，砂岩，泥岩，赤色凝灰岩など
	203

	前期　　　白亜紀
	
	
	
	
	　
	
	　
	　

	ジュラ紀及びそれ以前
	
	
	
	
	江尾花崗岩  190 Ma (SHRIMP)
	片麻状角閃石黒雲母花崗閃緑岩
	204

	
	
	
	
	
	三郡変成岩（周防帯：原岩の時代は主に二畳紀）
	石英片岩など
	205

	
	
	
	
	
	
	曹長石斑状変晶含有緑色片岩など
	206

	
	
	
	
	
	
	曹長石斑状変晶含有泥質片岩など
	207

	
	
	
	
	
	超塩基性岩
	蛇紋岩など
	208

	
	
	
	
	
	変苦鉄質岩
	はんれい岩など
	209

	
	
	
	
	
	上意東変成岩，鳥屋郷変成岩，金成変成岩及び江尾付近の変成岩 (185 Ma: Rb-Sr)など
	スカルン，角閃石スカルン，黒雲母ホルンフェルス，片麻岩，角閃岩，圧砕岩    
	212

	
	
	
	
	
	非変成古生層（秋吉帯）
	石灰岩
	213

	
	
	
	
	
	
	塩基性火山岩
	210→214

	
	
	
	
	
	
	チャート
	215

	
	　
	　
	　
	　
	
	泥岩，砂岩，泥岩砂岩互層など
	211→216








